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市政だより
人口の動き 法律相談日

10月1日現在前月比11 11月17日 〈木〉

人口計62，741+109 11 9時3D分-15時
男 30，151+ 39 11 

11市役所市民相談室
女 32，590+ 70 11 
世帯数17，215 + 50 11 お気軽にどうぞ
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ふるさとへの関心を

汗しての演技 大村青年会議所(橋本惰理事長)では‘ 10月22日の

三浦小学校体育館を皮切りに、人形劇「勘作ぱなしJ

の巡回公演を行いました。

この巡回公演は、明日の大村をになう子どもたちに

ふるさとへの関心、意欲、そして愛着心を抱かせるた

めに、郷土にうずもれた民話「勘作ぱなし」を人形劇!

として取上げて行ったもので、三浦小学校体育館での

公演では、おおぜいの子どもたちが集まり、青年会議

所のおにいさんたちの一生けん命の演技に歓声がわい

ていました。

勘 作一座

大村青年会議所
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毎月 1日・ 15日発行 発行所/大村市役所 編集/秘書広報課 印刷所/九州凸版株式会社
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内

国

保

相

談

ヲ、、

l.-

存

じ

国
保
の
被
保
険
者
で

社
会
保
険
に
加
入
し
た

の
で
資
格
喪
失
届
は
出

し
た
の
で
す
が
、
国
保

の
保
険
証
を
返
納
せ
ず

に
国
保
で
受
診
し
た
場

合
は
ど
う
な
る
の
で
す

，刀①
次
の
よ
う
な
無
資
格
受
診
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

①
無
資
格
受
診
で
あ
る
と
い
う
乙

で

す

か

と
を
知
り
な
が
ら
受
診
し
て
い
た

場
合
②
受
診
後
に
、
無
資
格
受
診
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
た
が
、
そ

の
ま
ま
放
置
し
て
い
た
場
合

③
国
保
の
保
険
証
を
返
納
す
る
ま

で
は
、
国
保
の
資
格
が
あ
る
と
思

い
こ
ん
で
受
診
し
て
い
た
場
合

④
国
保
の
保
険
証
を
返
納
す
る
ま

で
は
、
国
保
及
び
社
会
保
険
の
い

ず
れ
の
保
険
証
に
よ
っ
て
受
診
し

て
も
よ
い
と
思
い
こ
ん
で
受
診
し

て
い
た
場
合

…
文
化
財
を
大
切
に
し
よ
う
一

…

文

化

財

保

護

強

調

週

間

…

日
月

1
日

i

7
日

J

ふ

@

つ

と

め

て

文

化

財

に

対

す

る

し

ま

し

ょ

う

一

~

学

習

を

し

ま

し

ょ

う

@

史

跡

を

は

じ

め

文

化

財

関

係

~

い
@
史
跡
な
ど
の
清
掃
奉
仕
を
し
で
お
気
づ
き
の
こ
と
が
あ
り
〉

れ

ま

し

ょ

う

ま

し

た

ら

、

社

会

教

育

課

へ

叩

い
@
古
文
書
、
古
い
書
画
、
古
い
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
九

小

器

具

類

な

ど

は

大

切

に

保

存

~

※
 

⑤
全
然
知
ら
な
い
ま
ま
意
識
せ
ず

に
受
診
し
て
い
た
場
合

④
以
上
の
よ
う
に
国
保
の
資
格
が

な
い
の
に
国
保
の
保
険
証
で
受
診

さ
れ
た
場
合
、
受
診
し
た
月
の
二

カ
月
後
に
医
療
機
関
か
ら
国
保
連

合
会
を
通
じ
て
市
に
医
療
費
(
七

割
分
)
の
請
求
が
あ
り
ま
す
の
で

そ
の
時
点
で
無
資
格
受
診
が
発
見

さ
れ
ま
す
。

無
資
格
で
受
診
さ
れ
た
場
合
に

医
療
機
関
の
窓
口
で
医
療
費
の
三

割
分
が
患
者
負
担
と
し
て
支
払
わ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
あ
と
の
七
割

分
を
市
が
医
療
機
関
に
支
払
う
こ

自

転

車

と
に
な
る
わ
け
で
す
が
、
乙
の
場

合
、
医
療
機
関
の
了
解
が
得
ら
れ

れ
ば
過
誤
調
整
と
い
う
方
法
で
、

資
格
の
あ
る
社
会
保
険
の
方
へ

請

求
が
え
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
そ
れ
が
で
き
な
い
場

合
は
、
市
は
七
割
分
を
医
療
機
関

に
支
払
い
、
無
資
格
受
診
者
に
対

し
て
そ
の
七
割
分
の
返
納
を
請
求

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
他
市
町
村
へ
の
転
出
、
社
会
保

険
に
は
い
っ
た
と
き
や
生
活
保
護

を
う
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
は

直
ち
に
保
険
証
を
返
し
て
く
だ
さ

'ν 

i乙

は

必

ず

防

犯

登

録

を

自
転
車
の
盗
難
を
予
防
す
る
た

め
、
自
転
車
商
組
合
の
協
力
を
得

て
防
犯
登
録
を
実
施
し
て
い
ま
す

の
で
、
無
登
録
の
自
転
車
及
び
自

転
車
を
購
入
さ
れ
た
時
に
は
、
必

ず
防
犯
登
録
を
し
て
下
さ
い
。

登
録
を
す
る
と

@
ド
ロ
ボ
ー
な
ど
の
被
害
に
か
か

り
に
く
い

@
被
害
に
か
か
っ
た
場
合
の
被
害

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

回
復
が
早
い

登
録
は
、
購
入
の
時
は
そ
の
自

転
車
庖
で
、
無
登
録
自
転
車
は
最

寄
り
の
自
転
車
居
に
申
し
込
む
と

簡
単
に
で
き
ま
す
。

(
登
録
料
二
百
円
)

大
村
市
連
合
防
犯
協
会

大
村
警
察
署

自
転
車
商
協
同
組
合
大
村
支
部

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

み

み

と

こ

と

ば

の

相

談

日

日
月
刊
日
(
土
)
午
後

1
時

1
4時

福

祉

セ

ン

タ

ー

限りある水資源

有効な利用を

パッキンは無料です

水
道
部
は
、
有
限
視
さ
れ
て
い

る
水
道
水
の
無
駄
を
少
し
で
も
防

ぐ
た
め
、
じ
ゃ
ぐ
ち
の
バ
ッ
キ
ン

を
無
料
で
差
上
げ
家
庭
に
お
け
る

年

賀

ノ、

ガ

発
売
日
十
一
月
七
日
(
月
)

午
前
八
時
か
ら
全
国
各
郵
便
局

な
ど
で
い
っ
せ
い
に
発
売

種
類
寄
付
金
な
し
(
二
十
円
)

寄
付
金
っ
き
(
二
十
一
円
)

漏
水
防
止
の
協
力
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。

パ
ッ
キ
ン
の
取
替
え
は
、
メ
ー

タ
ー
付
近
に
あ
る
止
水
栓
を
と
め

る
か
、
室
内
の
じ
ゃ
ぐ
ち
数
個
所

か
ら
放
水
し
水
圧
を
下
げ
て
か
ら

じ
ゃ
ぐ
ち
の
上
部
を
取
り
は
ず
し

中
に
あ
る
「
コ
マ
」
の
パ
ッ
キ
ン

を
取
り
替
え
ま
す
。

(
パ
ッ

キ
ン
は
水
道
部
、
市
役
所

市
民
相
談
室
、
各
出
張
所
に
あ
り

ま
す
)

※
道
路
な
ど
に
お
け
る
水
道
水
の

水
も
れ
を
発
見
さ
れ
た
場
合
は
皿

③
|

一
一
一
一
へ
急
報
下
さ
い
。

キ

の

発

士
完

日
月

7
日

8
時

か

ら

※
販
売
枚
数
は
制
限
し
ま
せ
ん
の

で
お
早
く
お
買
い
求
め
く
だ
さ

大
村
郵
便
局

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い
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おめでとうございます ※ 

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

社会体育功労者

上野末喜さん外

十
月
十
日
「
体
育
の
日
」
市
民

球
技
大
会
の
開
会
式
で
、
永
年
に

わ
た
り
社
会
体
育
の
普
及
発
展
に

貢
献
さ
れ
た
人
と、

優
秀
な
成
績

を
収
め
ら
れ
た
選
手
が
表
彰

(写

真
)
さ
れ
ま
し
た
。

。
社
会
体
育
功
労
者

上
野
末
喜
さ
ん
(
相
撲
)

松

井

筒

さ

ん

(
福
重
地
区
体

育
振
興
)

野
下
強
樹
さ
ん
(パ
レ

i
ボ
l

ル
)

仁
田
勝
俊
さ
ん
(
萱
瀬
地
区
体

育
振
興

・
陸
上
競
技
)

ロ
木
常
慶
さ
ん
(
剣
道
)

岳
尾
忠
敏
さ
ん
(
ソ
フ
ト
ボ
l

ル
)

。
ス
ポ
ー
ツ
賞

。
個
人
の
部

中
島
泰
こ
さ
ん

昭
和
五
十
一

年
度
全
九
州
社

会
人
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権

大
会
五
十
歳
代
シ
ン
グ
ル
ス

優
勝
、
そ
の
他

森
林
勝
見
さ
ん

昭
和
五
十
一

年
度
全
九
州
社

会
人
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権

大
会
五
十
歳
代
ダ
ブ
ル
ス
準

優
勝

森
田
末
次
さ
ん

昭
和
五
十
一
年
度
全
国
銃
剣

道
大
会
に
お
い
て
団
体
優
勝

そ
の
他

東
山
克
明
さ
ん

昭
和
四
十
九
年
度
よ
り
九
州

大
会
お
よ
び
国
民
体
育
大
会

の
フ

ェ
ン
シ
ン
グ
競
技
に
連

続
出
場

吉
岡
以
良
祐
治
さ
ん

昭
和
五
十
一
年
度
九
州
高
校

総
体
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン

グ
で
優
勝
、
そ
の
他

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

透
岳
伊
佐
夫
さ
ん

昭
和
五
十

一
年
度
九
州
高
校

総
体
漕
艇

(
シ
ン
グ
ル

・
ス

カ
ル
)
で
優
勝
、
そ
の
他

。
団
体
の
部

向
陽
高
校
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部

昭
和
五
十
二
年
度
国
民
体
育

大
会
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
会

で
優
勝
、
そ
の
他

市

民

球

技

大

会

成

績

地
区
予
選
参
加
チ

l
ム
数

O
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル一五
五
チ
l
ム

O
バ
レ
ー
ボ
ー
ル七
五
チ
l
ム

⑨
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部

優
勝

桜
馬
場
第

一

準
優
勝

今
村

三

位

岩

松

・
今
富

④
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部

優

勝

植

松

準

優

勝

黒
丸

三

位

寿

古

~
r

・5
、，
・・2t
・ft
・-・23
1
.

‘、-L
〈
J
-
t

az-
-
〉三
一、:
J
K

三-
r
J
〉
・21
・1
I

い

ご

寄

付

あ

り

が

と

う

ん

ご

ざ

い

ま

し

た

九

吋
清
和
国
ヘ

マ
九
州
火
力
大
村
発
電
所
社
宅

、

~
マ
久
原
団
地
の
船
本

行

徳

さ

ん

子

供

会
の
皆
さ
ん
は
、
梨
十

V

ザ

は
梨
十
五
キ

ロ、

み

か

ん

三

八

キ

ロ

と
歌
踊
慰
問
を

A

♂

十
四
キ
ロ
、
り
ん
ご
二
十
九

九一

川

キ
ロ

を

体

育

協

会

へ

金

一

封

V

ν

マ
古
町
の
亀
井
光
子
さ
ん
は
、

マ
本
町
の
村
島
ミ
ツ
ヨ

さ
ん
は

め

叫

衣
類

一
梱
包
を

亡
夫
康
司
さ
ん
の
忌
明
に

ん

r
1
i

、f
t
r

、ごf
，r1
J

、，
三z
，、f'e
J
R
J-

‘r-ej
、，
ご-z
，、f
-

，fe--2
、J--eJ
‘、.2
1
'
t
J
1
s
r

・

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い

退

職

金

の
準

備

は

中

退

金

制

度

で

中
小
企
業
退
職
金
制
度
は
、
国

が
中
小
企
業
対
策
の一

環
と
し
て

中
小
企
業
に
働
く
従
業
員
の
老
後

の
安
定
お
よ
び
中
小
企
業
振
興
の

た
め
、
国
の
援
助
で
共
済
方
式
に

よ
り
大
企
業
な
み
の
魅
力
あ
る
退

職
金
が
支
給
で
き
る
よ
う
に
と
い

う
趣
旨
か
ら
、
昭
和
三
十
四
年
に

中
小
企
業
退
職
金
共
済
法
に
も
と

づ
き
設
け
ら
れ
た
制
度
で
す。

【
制
度
の
特
色
】

①
掛
金
は
全
額
免
税
で
す

②
退
職
金
額
に
国
庫
補
助
金
が
つ

き
ま
す

③
掛
金
の
半
額
を
県
市
で
補
助
し

ま
す

(
但
し
掛
金
限
度
月
額
二

千
円
)

④
従
業
員
の
た
め
の
福
利
厚
生
施

設
の
建
設
資
金
の
融
資
が
低
利

で
受
け
ら
れ
ま
す

【
制
度
の
利
点
】

①
月
々
わ
ず
か
な
掛
金
で、

将
来

多
額
の
退
職
金
が
用
意
で
き
ま

す
②
国
の
制
度
で
す
か
ら
安
全
で
確

実
で
す

【
加
入
で
き
る
企
業
】

常
時
雇
用
の
従
業
員
が
三
百
人

以
下

(
卸
売
業
百
人
以
下
、
小

売
業

・
サ
ー
ビ
ス
業
五
十
人
以

下
)

【
加
入
で
き
る
従
業
員
】

原
則
と
し
て
全
員
を
加
入
さ
せ

る
乙
と
と
な
っ
て
い
ま
す

し
か
し
期
閣
を
定
め
て
雇
用
し

て
い

る
人
や
、
臨
時
に
雇
用
さ

れ
て
い
る
人
な
ど
は
加
入
さ
せ

な
く
て
も
よ
い
こ
と
に
な

っ
て

い
ま
す

※
事
業
主

・
役
員
は
加
入
で
き
ま

せ
ん
が
、
兼
務
役
員
は
加
入
で

き
ま
す

【
毎
月
の
掛
金
】

掛
金
は
八
百
円
か
ら

一
万
円
ま

で
十
九
種
類
あ
り
、
そ
の
中
か

ら
決
め
て
い
た
だ
い
て
、
毎
月

納
め
て
い
た
だ
き
ま
す

【
加
入
の
手
続
】

事
業
団
所
定
の
申
込
書
と
申
込

金
を
添
え
て、

近
く
の
金
融
機

関
へ
申
し
込
み
ま
す

※
詳
し
く
は
市
商
工
観
光
課

・
商

工
会
議
所
へ
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硲滋7
8吋

注
射
と
検
診

-
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

乙
の
検
診
は
、
結
核
予
防
法
に

基
づ
き、

結
核
の
早
期
発
見
と
早

期
治
療
に
よ
り
結
核
の
撲
滅
を
図

る
乙
と
を
目
的
と
し
て
行
い
ま
す

毎
年
一

回
、
健
康
で
あ
る
な
し

に
か
か
わ
ら
ず
受
診
す
る
義
務
が

あ
り
ま
す
の
で
、

該
当
者
は
も
れ

お

し

り

せ

圏
妊
婦
と
乳
幼
児
の

健
康
相
談

象対

11月17日113:30"'15: 001福重 /ノ

生
後
五
カ
月
ま
で
に
一
度
も
健

康
相
談
を
受
け
て
い
な
い
乳
児
と

現
在
妊
娠
中
の
人
は、

で
き
る
だ

け
お
受
け
下
さ
い
。

ノノ

圃

1
歳

6
ヵ
月
児

健
康
診
査

な
く
受
け
て
下
さ
い
。

該
当
者
次
の
人
を
除
く
全
員

O
就
学
前
の
乳
幼
児

O
小

・
中
・

高
校
な
ど
の
学
校
の

児
童
生
徒

O
事
業
所
で
定
期
検
診
を
受
け
る

人
O
現
在
結
核
の
治
壌
を
受
け
て
い

る
人

料
金

無
料

※
日
程
は
左
表
の
と
お
り

11 

二
歳
児
健
診
に
か
わ
っ
て
、

厚

生
省
の
指
導
に
よ
り
、

一
歳
六
カ

月
児
健
診
を
実
施
し
ま
す。

対
象

昭
和
五
十
一
年
四
月
生
れ

を
対
象
と
し
ま
す
が
、
同
年
三

月
生
れ
で
、

ま
だ
健
康
診
査
を

受
け
て
い
な
い
幼
児
も
お
受
け

下
さ
い
。

日
時

十

一
月
十
五
日

・
三
十
日

午
後

一
時
三
十
分

t
二
時
受
付

場
所

市
役
所
第
二
会
議
室

I11JJ 28日i9:30"'11:町三浦

月日 | 場 所 |時 間、

今村公民館 10:00"'11:00

見溝陸公民館 11・30"'12:00農協 三 浦支所 13:00"'13:30
〉農協西部営業所 14:00"'14:30

中 里 平 野 商 居 9:30"'10:30

Z 平小川 倉 田宅前 11:00"'12:00陰 平上 公民館 13:00"'14:00
)岩 松公民館 114:30"'15:30

清和園 9:30"'10:30

お東 浦 漁協前 11:00"'12: 00 下 久原 公 民 館 13:00"'14:00
)前 舟 津 公 民 館 14:30"'15:30

横 山 頭公民館 10:00"'10:30
大多武婦人ホーム 11:00"'12:00 
後 木場公 民館 13:00"'14:00文(木〉久原団地丹沢商庄 14:30-"'15:30 
片 町 村上歯科前 9:30"'10:30 

ズ片 町 永 尾 商 居 11:00"'12:00岩舟 南 商 届 13:00"'14:00
)上 久 原公民館 14:30"'15:30

黒木 小 学校 !10: 00"'10: 30 

ズ萱 瀬出張所 11:00"'12: 00 宮代 公 民 館 13:00"'14:00
)原 公民 館 14:30--15:30

万
荒 瀬 公 民 館 9:30"'10:30
立福寺舟森 商庖 11:00-12:00
)矢 上 公 民 館 13:30"'14:30

ヌ今富玉 川 宅 9:30--10:30農 協福 重 支所 11:00"'12: 00 
)松原公民館 13:30-14: 30 

χ 東光寺 溝 口 商 居 9:30"'10:30 野岳湖 小 川 商届 11:00--12:00
)武 留路 公 民 館 13:30--14: 30 

X 大 村保 健所 10:00"'11:30 13:30"'15:00 

トゲン車巡回日程レン

※ 

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
ど
持
参

下
さ
い
。

な
お
、
現
在、

は
し
か
、
百
日

咳
な
ど
病
気
に
か
か

っ
て
い
る
お

子
さ
ん
は
、

次
回
に
お
受
け
下
さ

さて
いはニ
乳歳
幼に
児な
相つ
談た
を幼
ご児
手こ
用つ
下い

特
に
次
の
よ
う
な
点
が
お
子
さ

ん
に
見
ら
れ
た
ら
是
非
お
で
か
け

下
さ
い
。

-
こ
と
ば
の
遅
れ
を
感
じ
る

(単
語
の
み
、

全
々
話
さ
な
い
)

・
お
母
さ
ん
と
目
が
合
わ
ず
、
ひ

ど
く
落
ち
つ
か
な
い

.
周
囲
の
人
に
無
関
心

・
歩
行
状
態
が
お
か
し
い

-
偏
食
が
ひ
ど
く
、
体
の
発
育
が

悪
い

-
日
中
お
む

つ
が
と
れ
な
い

-
そ
の
外
育
児
面
で
困

っ
て
い
る

乙
と

日
時

十
一

月
十
六
日

午
前
九
時

t
十

一
時

市
役
所
健
康
相
談
室

場
所-

小
児
マ
ヒ

生
ワ
ク
チ
ン
の
投
与

該
当
者

生
後
六
カ
月
以
上
で
初

回
投
与
を
・
つ
け
て
い
な
い
乳
幼

児
及
び
二
回
目
の
投
与
が
す
ん

で
い
な
い
乳
幼
児

料
金

無
料
で
す
が
、
昭
和
五
十

二
年
度
の
市
民
税
の
税
額
を
お

た
ず
ね
し
ま
す
の
で
、

必
ず
調

べ
て
き
て
下
さ
い

受
け
ら
れ
な
い
人

。
発
熱
や
下
痢
を
伴
う
急
性
疾
患

の
乳
幼
児

。
重
症
結
核

・
心
臓
血
管
系
疾
患

病
後
衰
弱

・
栄
養
障
害
の
乳
幼

児
。
種
痘
及
び
麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
接

種
後

一
カ
月
を
経
過
し
て
い
な

い
乳
幼
児

時

間

午

後
二
時

t
三
時

※
な
お
、
当
日
は
母
子
手
帳
を
も

っ
て
き
て
下
さ
い
。

※
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す

生ワク投与実施日程

会 場 i投 与 日i
市役所 111

月(火29)
日

萱 瀬 出 張 所

諏訪公 民 館 |
ニ 浦 診療 所 11月(水初〉

日

鈴 田出 張 所
竹 松 出 張所

1
12月(木1)日

福 重出 張所

中 地区 公民館 1 12~月金2) 日
松原 出 張所

※
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
二
時

か
ら
三
時
ま
で

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い
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※ 

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

募

集

• 市
職

員

職

種

一

般
事
務
(
男
・
女
)

受
験
資
格

一、

学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
が
学
校

教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校
卒
業

程
度
の
学
力
を
要
し
ま
す

二、

昭
和
二
十
九
年
四
月
二
日
か

ら
昭
和
三
十
五
年
四
月

一
日
ま

で
に
生
れ
た
人

三
、
大
村
市
居
住、

ま
た
は
採
用

後
居
住
で
き
る
人

申
込
期
間

十
一
月
十
一

日
l
十
二
月
一

日

第
一
次
試
験
十
二
月
十
八
日

※
詳
し
く
は
市
人
事
課
へ

講

会

習

圃

2
級
技
能
士

訓
練
課
程
通
信
講
座

募
集
科

機
械
科
、
左
官
科
、
建

具
科
な
ど
二
十
九
科

受
講
資
格
実
務
経
験
が
あ
れ
ば

誰
で
も
受
講
で
き
ま
す

訓
練
期
間
一

年

受
講
料

五
千
円

※
修
了
者
に
は
受
講
し
た
訓
練
科

に
対
応
す
る
技
能
検
定
職
種
の

二
級
技
能
検
定
学
科
試
験
が
免

除
さ
れ
ま
す

※
詳
し
く
は
諌
早
市
小
船
越
町
一

一一

三
長
崎
総
合
高
等
職
業

訓
練
校

血

(O
九
五
七
二
)

②

|
二
三
二
三
へ

圏
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

教
室

ー
マ
ジ
ッ
ク
車
科
|

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
を
通
じ、

仲
間
づ
く
り
と
リ
ー
ダ
ー
の
養
成

を
し
ま
す
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
関
心
が

あ
り
、
こ
れ
か
ら
始
め
た
い
人
は

多
数
ど
参
加
下
さ
い
。

日
時
十
一
月
十
九
日
(
土
)

午
後
二
時

t
五
時

内
容
だ
れ
で
も
で
き
る
簡
単
な

マ
ジ
ッ
ク
な
ど

場

所

福

祉
セ
ン
タ
ー

主

催

大

村
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン

指
導
者
ク
ラ
ブ

講
師

長
崎
マ
ジ
ッ
ク
ク
ラ
ブ

申
込

住
所
、
氏
名
、
年
齢
を
十

一
月
十
五
日
〈
火
)
ま
で
に
ハ

ガ
キ
か
電
話
で
市
社
会
教
育
課

(玖
島
郷
二
五

血

③
|
四

一

一
一
)
へ

も

よ

お

し

-
第
叩
回
市
民
音
楽
祭

十

一
月
十
二
日
(
土
)

午
後
五
時
三
十
分
間
場

午
後
六
時
間
演

市
民
会
館

大
村
市
音
楽
団
体
協
議
会

市
教
育
委
員
会

入
場
料

無
料

出
演
団
体

(
邦
楽
)
規
友
会
、
且
友
会
、
星

風
会
、
都
会
、
宮
城
会
、
若
水

会
、
筑
紫
会
、
鈴
菜
会

(
器
楽
)
パ
ー
ル
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ

大
村
音
楽
同
好
会
、
大
村
ジ

ャ

ズ
研
究
会
、
大
村
ギ
タ
l
合
奏

団
、
パ
ー
ル
ハ

イ
ム
ギ
タ
l
ク

-フ
、フ

(
コ
ー
ラ
ス
)
大
村
少
年
合
唱
団

カ
ト
レ
ア
グ
ル
ー
プ
、
大
村
混

声
合
唱
団

(声
楽

・
ピ
ア
ノ
)
ユ
ン
ク
グ
ル

ッ
ベ

※
お
問
合
せ
は
社
会
教
育
課
へ

日
時

主場
催所

園
市
民
ハ
イ
キ
ン
グ

大
村
山
岳
会
で
は
、

秋
の
琴
ノ

尾
岳

(西
彼
杵
郡
多
良
見
町
)
に

登
山
を
行
い
ま
す
。

日
時
十
一

月
二
十
七
日

(
日
) 乗

る
な
ら
飲
ま
な
い

雨
天
中
止

参
加
料
(
往
復
船
賃
)
大
人

百
円
、
小
人

ー百
五
十
円

集
合
場
所

当
日、

午
前
人
時
四

十
分
ま
で
に
、
安
田
汽
船
待
合

所

(
西
本
町
)
へ
登
山
に
必
要

な
物
を
持
参
の
乙
と

募
集
人
員
二
百
人

申
込

希
望
者
は、

住
所、

氏
名

年
齢
を
、
電
話
か
ハ
ガ
キ
で

十

一
月
二
十

一
日
ま
で
に
市
体

育
課
へ

主
催

大
村
山
岳
会

市
教
育
委
員
会

圃
第
刊
は
園、大
村
文
芸
大
会

日
時
十
一
月
二
十
三
日

場

所

中

央
公
民
館

川
柳

宿
題

寸
閤
魔
」
「
赤
潮
」

「
史
跡
」

「
真
珠
」
「
こ
ん
に

ゃ
く
」

「
看
護
婦
」
「
つ
ま
づ

き」開会

午
前
十
時

投
句
締
切

午
前
十
一

時
半

会
費

千
円

短
歌

雑
詠

一
首

(未
発
表
作
に

限
る
)

選
者

秦

美

穂

・
浜
野
基
斉

大
川
益
良
各
先
生

送
り
先

諏
訪
郷
杉
の
本
四
七

三

植

木

孟
宅
へ

締

切

十

一
月
十
日

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い

会
費

五
百
円

(作
品
に
添
え

て
納
入
の
乙
と
)

開

会

午

後

一
時

俳
句

募

集

句

三
句

(
当
季
雑

詠
)
送

り

先

上
小
路
四
四
五

鶴
田
漁
長
宅
へ

締
切
十
一
月
十
臼

嘱

目

句

午
前
十
時
か
ら
正
午

ま

で

会

場
付
近
で
の
写
生

二
句

選

互
選

会

費

五

百
円

(
作
品
に
添
え

て
納
入
の

乙
と
)

回
8
ミ
リ
自
作
映
画

鑑
賞
会

昨
年
、
大
変
好
評
だ

っ
た
八
ミ

リ
自
作
映
画
鑑
賞
会
。

今
年
も
「
長
崎
八
ミ
リ
ク
ラ
ブ
」

の
ご
協
力
に
よ
り
、
つ
ぎ
白
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

希
望
者
は
お
申
込
み
下
さ
い
。

日
時
十
一

月
十
五
日
(
火
)

午
後
七
時

t
九
時

作
品
名

①
ぼ
く
の
五
島
旅
行

(十
六
分
)

②

一一

九
番

(
十
六
分
)

③
海
猫
の
島

(十
六
分
)

①
ナ
イ
ヤ
ガ
ラ
(
十
分
)

①
山
狭
秋
思

(
二
十
分
)

⑤
中
島
川
(
二
十
分
)

申
込

電
話
で
受
付
け
ま
す
。

申
込
先

中
央
公
民
館

血
②
|
四
三
二一

園
第
幻
回
家
庭
教
育
映
画
会

「
心
を
育
て
る

子
ど
も
の
遊
び
」

内
容

子
ど
も
た
ち
の
遊
び
の
大

切
さ
を
理
解
し
て
い
き
な
が
ら

遊
び
に
か
ま
け
る
彼
ら
を
見
る

と
、
つ

い
つ
い
「
勉
強
し
な
さ

い」

と
叱

っ
て
し
ま
う。

そ
ん
な
態
度
を
教
育
的
効
果

の
側
面
か
ら
「
あ
そ
び
」
の
意

味
に

つ
い
て
考
え
ま
す。

日
時
十
一
月
十
四
日

(
月
)

午
前
十
時
か
ら

中
央
公
民
館

電
話
で
中
央
公
民
館

へ

血
②
l
四
三
二
一

映
画

申場
込所

圃
園

高

究!:t
7l" 

場
所

大
村
園
芸
高
等
学
校

十
一
月
三
十
六
日
(
土
)

審
査
実
習
、
卒
業
生
体
験
発
表

音
楽
会
、
各
種
競
技
会

パ
ザ
!
、
農
産
物
即
売
会

十
一
月
二
十
七
日
〈
日
)

演
劇
、
技
術
演
示
会
、
バ
ザ
ー

ラ
グ
ビ
ー

O
B
戦
、
農
産
物
即

売
会
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-
第
刊
団
長
崎
県
屋
外

広
告
物
コ
ン
ク
ー
ル

課
題

防
火
・
防
犯
・

交
通

(表
現
は
自
由
、
内
容
は
公
共

性
を
基
本
と
し
、

商
業
性
の
も

の
は
除
く〉

応
募
資
格
県
内
在
住
者

出
品
点
数
制
限
な
し

作
品
規
格

寸
法

平

面

縦

ゲ

g
c
s

横
田
C
C

員選

脚

∞C
C
言

・材

料

木

枠

(
回
り
縁
釘

棚
×

叩
棚
材
)

カ
ラ
l
ト
タ
シ
張
り

応
募
申
し
込
み
書
の

提
出
先
及
び
期
間

十
一
月
五
日

l
十
四
日

長
崎
県
屋
外
広
告
美
術
協
同
組

合
事
務
局

(
長
崎
市
出
島
町
十

の
十
五
日
新
ビ
ル
内

E
O
九

五
八
⑮
|
=
二
九
九
)

大
村
は
組
合
支
部
へ

作
品
搬
入
場
所
及
び
日
時

長
崎
市
公
会
堂
前
広
場

十

一
月
十
八
日
午
前
九
時
ま
で

出
品
参
加
料

無
料

※
詳
し
く
は
市
商
工
観
光
課

へ

圏
第

2
回
文
化
映
画
鑑
賞
会

(
文
学
シ
リ
ー
ズ
)

日
時
・
場
所

十
一
月
十
九
日
(
土
)

午
後
二
時
か
ら
中
央
公
民
館

対
象
中
・

高
校
生
・
一
般
成
人

入
場
料
無
料

映
画
(
十
六
ミ
リ
・
カ
ラ
l
)

.
「
柳
田
国
男
と
遠
野
物
語
」

二
十
五
分
文
部
省
選
定

解
説
日
本
民
俗
学
の
父
と
い
わ

れ
る
柳
田
国
男
の
名
著
「
遠
野

物
語
」
の
ふ
る
さ
と
遠
野
市
を

た
ず
ね、

遠
野
物
語
に
採
録
さ

れ
て
い
る
民
間
信
仰
の
痕
跡
や

現
に
行
わ
れ
て
い
る
民
間
伝
承

を
ひ
き
な
が
ら
、
そ
の
雰
囲
気

を
再
現
し
つ
つ
柳
田
民
俗
学
の

側
面
を
も
わ
か
り
や
す
く
え
が

，、。
-
「
詩
人
と
ふ
る
さ
と
」
l
藤
村
・

白
秋

・
朔
太
郎
・

光
太
郎
l

二
十
二
分

文
部
省
特
選

一
九
七
六
年
教
育
映
画
祭
最
優

秀
作
品
賞

解
説

芸
術
作
品
鑑
賞
に
不
可
欠

な
作
品
の
時
代
的
背
景
や
作
者

の
お
い
た
ち
、
ひ
と
と
な
り
に

焦
点
を
置
い
た
作
品
。

日
本
の
近
代
詩
の
分
野
に
重

要
な
地
位
を
占
め
る
四
人
の
詩

人
を
と
り
あ
げ
、
日
本
の
近
代

文
学
の
主
要
な
主
題
と
な
っ
て

い
る
詩
人
と
ふ
る
さ
と
の
関
係

を
描
く。

・
「
川
端
康
成
と
伊
豆
」

l
名
作
の

ふ
る
さ
と
伊
豆
の
踊
り
子
を
た
ず

ね
て
|

三
十
分

文
部
省
選
定

解
説

伊
豆
天
城
で
道
づ
れ
に
な

っ
た
旅
芸
人
一

座
の
少
女
と
多

感
な
青
年
の
物
語

「伊
豆
の
踊

り
子
」
の
朗
読
に
そ
っ
て
、

舞

台
と
な
っ
た
康
成
首
遊
の
地
を

つ
ぎ
つ
ぎ
に
訪
ね、

康
成
そ
の

人
と
生
い
立
ち
を
も
語
る。

-
大
村
寒
蘭
展
示
会

十
一
月
十
二
日
、
十
三
日

午
前
九
時

t
午
後
五
時

場
所
大
村
市
農
協
会
館

主
催
肥
前
大
村
寒
蘭
愛
好
会

※
お
た
ず
ね
は
下
久
原
四
0
0
|六

田
中
宅
へ

血
③

l
九
二
二
四

日
時

-
盆
栽
展
示
会

主場期
催所間

十
一
月
二
日

I
六
日

市
立
図
書
館
前
広
場

大
村
盆
栽
趣
味
の
会

ス
ポ
ー
ツ

-
稲
尾
和
久
(
元
西
鉄

監
督
)
野
球
教
室

対
生象

小
学
四
年
生

t
中
学
三
年

日

時

昭

和
五
十
二
年
十
一
月
二

十
日
(
日
)
九
時

i
十
二
時

※
受
講
者
は
八
時
四
十
分
ま
で
に

集
合

場

所

市

営
野
球
場

雨
天
の
場
合
、
玖
島
中
学
校
体

育
館

(体
育
館
シ

ュ
ー
ズ
を
持

参
の
乙
と
)

受

講

料

無
料

申
込

住
所、

氏
名
、
学
校
、
学

年
を
ハ

ガ
キ
に
書
い
て
、

玖
島

郷
二
五
番
地
教
育
委
員
会
体

育
課

へ
申
込
ん
で
下
さ
い

締
切
十
一

月
十
五
日

服

装

野

球
が
で
き
る
服
装

用
具
グ
ロ
ー
ブ
は
持
参
、
ボ
1

ル
と
パ
ッ

ト
は
持
っ
て
い
る
人

だ
け
で
よ
い

主

催

大

村
市

圃
勤
労
青
少
年
卓
球
大
会

市
勤
労
青
少
年
ホ

l
ム
で
は
、

卓
球
大
会
を
次
の
と
お
り
実
施
し

ま
す
。ふ
る
っ
て
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

日
時

十

一
月
二
十
七
日

(
日
)

午
前
九
時
開
会

場

所

市

勤
労
青
少
年
ホ
1
ム

参
加
資
格
ホ
l
ム
利
用
証
所
持

者
か
十
五
歳
以
上
三
十
歳
未
満

の
勤
労
青
少
年
で
市
内
の
事
業

" 

所
に
勤
務
、
ま
た
は
市
内
に
居

住
し
て
い
る
人

試
合
方
法

(
男
女
別
)

ム
個
人
戦

ム
団
体
戦

現
在
ホ
l
ム
を
利
用

し
て
い
る
サ
ー
ク
ル

、
ク
ラ
ブ

及
び
市
内
の
同

一
事
業
所
か
ら

四
人
一
組
と
す
る
対
抗
試
合

申
込
期
日
十
一
月
十
五
日
(
火
)

ま
で
に
市
勤
労
青
少
年
ホ
l
ム

へ
(
期
日
厳
守
)

圃
太
極
拳
学
習
会

太
極
拳
は
中
国
察
法
の一

種
で

そ
の
動
き
は
ゆ
る
や
か
に
切
れ
る

こ
と
な
く
続
き
、
全
身
は
腰
を
中

心
に
動
か
し
、
い
つ
で
も
手
足
の

隅
々
ま
で
腰
の
力
が
伝
わ
る
よ
う

に
し
ま
す。

呼
吸

・
姿
勢

・
動
作
は
、
無
理

な
く
力
を
抜
い
て
行
う
の
が
最
も

重
要
で
あ
り
、

練
習
は
そ
の
人
の

体
力
に
合
せ
て
行
い
ま
す
の
で
、

老
若
男
女
を
問
わ
ず
ど
な
た
で
も

で
き
ま
す
。

内
容

柔
軟
体
操

・
太
極
拳
の
型

の
練
習

・
二
人
で
練
習
す
る
推

手
日
時

毎
週
火
・

土
曜
日
の
午
後

六
時

t
八
時

場
所

武
道
館
二
階

指

導

田

方

誠
さ
ん

会
費

五
百
円

(
月
額
)

問
い
合
せ
先

玖
島
郷
三
九
六

田
方
宅

(也

@
l
二
九
三
九
)

※
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ど
う
ぞ

相

一談

圃
発
明
相
談
室

十
一
月
十
八
日

午
前
十
時

t
十
二
時

場
所

市
役
所
商
工
観
光
課

な
お
当
日
は
発
明
協
会
か
ら
担

当
者
が
出
向
い
て
相
談
に
応
じ
ま

す
。お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

日
時

盟
土
地
、
建
物
の
登
記

無
料
相
談
日
を
開
設

土
地
、
建
物
の
権
利
取
得
は、

す
べ
て、

不
動
産
登
記
手
続
に
よ

り
展
開
さ
れ
完
成
さ
れ
ま
す。

従

っ
て
、

登
記
に
つ

い
て
の
基
本
的

な
知
識
な
し
に
は、

不
動
産
に
つ

い
て
の
取
引
そ
の
他
の
法
律
問
題

を
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

つ
い
て
は
市
民
の
便
益
を
図
る

た
め
専
門
者
に
よ
る
登
記
無
料
相

談
を
開
設
し
一

般
市
民
の
相
談
に

応
じ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相

談
下
さ
い
。

日
時

十

一
月
十

一日

午
前
九
時
三
十
分

t
正
午

市
役
所
市
民
相
談
室

場
所
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